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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月11日(2021.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　玩具本体に接続可能な腕構造であって、
　ハンド部の全長より長い装備品を持つように装着可能な前記ハンド部と、
　前記ハンド部を支持する支持部と前記支持部を揺動可能に支持する枢支部とを有する前
腕部と、を備え、
　前記支持部は、前記支持部の中心軸より前記玩具本体に近い位置で揺動可能に前記枢支
部に支持されており、
　前記支持部を、第１位置と、前記装備品を前記ハンド部に装着した場合に、前記第１位
置に比べて前記装備品と前記前腕部との干渉を低減することができる第２位置とに変更可
能である玩具の腕構造。
【請求項２】
前記枢支部に突設された揺動軸と、前記支持部の一端側に設けられた軸孔と、を備え、
前記揺動軸が前記軸孔に嵌合することにより、前記枢支部は前記支持部を揺動可能に支持
する
　請求項１に記載の玩具の腕構造。
【請求項３】
　前記前腕部は、前記前腕部の長さを変更可能なスライダ部を有する、
　請求項１または２に記載の玩具の腕構造。
【請求項４】
　前記前腕部は、前記スライダ部のスライド位置をロックするロック部を有する、
　請求項３に記載の玩具の腕構造。
【請求項５】
　前記ロック部は、前記前腕部の外装部に設けられている、
　請求項４に記載の玩具の腕構造。
【請求項６】
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　前記第２位置は、前記スライダ部をスライドさせることで前記第１位置に比べて前記前
腕部の長さを長くした位置である
　請求項３～５のいずれか一項に記載の玩具の腕構造。
【請求項７】
　前記前腕部は、前記支持部の支持角度を変更することで直線状形態と屈曲状形態とに変
更可能に有しており、
　前記第１位置は、前記直線状形態とした位置であり、
　前記第２位置は、前記屈曲状形態とした位置である、
　請求項１～６の何れか一項に記載の玩具の腕構造。
【請求項８】
　一端側が前記ハンド部と接続するジョイント構造を有し、他端側が前記支持部と接続す
るジョイント構造を有することで、前記支持部に対して前記ハンド部の角度及び姿勢を変
更可能に接続するリンク部、
　を更に備えた請求項１～７の何れか一項に記載の玩具の腕構造。
【請求項９】
　前記装備品は、銃床を有する銃器を模した部品である、
　請求項１～８の何れか一項に記載の玩具の腕構造。
【請求項１０】
　請求項１～９の何れか一項に記載の腕構造を有する人型玩具。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の態様は、ハンド部の全長より長い装備品を持つように装着可能な前記ハンド部
と、前記ハンド部を支持する支持部を有する前腕部であって、前記支持部を、第１位置と
、前記装備品を前記ハンド部に装着した場合に、前記第１位置に比べて前記装備品と前記
前腕部との干渉を低減することができる第２位置とに変更可能な前腕部と、を備えた玩具
の腕構造である。また、本発明の態様は、玩具本体に接続可能な腕構造であって、ハンド
部の全長より長い装備品を持つように装着可能な前記ハンド部と、前記ハンド部を支持す
る支持部と前記支持部を揺動可能に支持する枢支部とを有する前腕部と、を備え、前記支
持部は、前記支持部の中心軸より前記玩具本体に近い位置で揺動可能に前記枢支部に支持
されており、前記支持部を、第１位置と、前記装備品を前記ハンド部に装着した場合に、
前記第１位置に比べて前記装備品と前記前腕部との干渉を低減することができる第２位置
とに変更可能である玩具の腕構造である。
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